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足
立
区
議
会

自
由
民
主
党
討 論 者

委　員
た だ  太 郎

本
予
算
は
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
的
課
題
へ
の
取
り
組

み
を
進
化
・
充
実
し
、
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
も
、

子
ど
も
の
貧
困
対
策
、
６
つ
目
の
大
学
進
出
や
区

内
初
の
大
学
病
院
誘
致
等
を
着
実
に
進
め
る
区
長

の
強
い
思
い
が
込
め
ら
れ
た
も
の
と
な
っ
た
。

子
ど
も
施
策
は
、
妊
娠
期
か
ら
切
れ
目
の
な
い

母
子
健
康
事
業
の
推
進
、
平
成
30
年
ま
で
の
待
機

児
ゼ
ロ
、
保
育
施
設
の
整
備
や
人
材
の
確
保
・
定

着
対
策
、
学
習
支
援
の
充
実
や
教
員
の
授
業
力

ア
ッ
プ
等
、く
ら
し
施
策
は
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
、
介
護
予
防
施
策
、
糖
尿
病
予
防
、
産

学
公
連
携
促
進
事
業
、
治
安
対
策
等
の
更
な
る
推

進
、
ま
ち
づ
く
り
施
策
は
、
竹
ノ
塚
駅
付
近
鉄
道

高
架
化
事
業
の
促
進
、
防
災
・
減
災
事
業
の
充
実
、

区
営
住
宅
の
集
約
化
等
を
図
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

区
の
取
り
組
み
に
対
し
、
一
定
の
評
価
を
す
る
。

歳
入
面
で
は
、
収
納
率
向
上
対
策
強
化
、
未
利

用
地
の
有
効
活
用
、
自
主
財
源
の
確
保
や
、
今
あ

る
仕
組
み
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
、
人
的
資
源
等

の
活
用
を
図
り
、
新
基
本
構
想
の
「
協
創
」
の
精

神
を
持
ち
、
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
る
足
立
区
の
未

来
に
向
か
っ
て
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

ま
た
、
避
難
所
の
医
薬
品
備
蓄
、
地
下
鉄
８
号

線
区
内
延
伸
、
北
綾
瀬
駅
改
良
工
事
、
六
町
土
地

区
画
整
理
、
綾
瀬
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
計
画
、
土
づ

く
り
の
里
上
部
空
間
整
備
、
総
合
交
通
計
画
、
保

育
士
確
保
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
、
不
登
校

対
策
、
文
化
財
の
活
用
、
春
の
花
火
の
復
活
や
、

国
勢
調
査
で
の
郵
便
配
達
員
へ
の
協
力
要
請
、
さ

ら
に
、
庁
舎
内
で
の
特
定
政
党
を
支
持
す
る
よ
う

な
掲
示
物
等
、
区
民
に
誤
解
を
与
え
な
い
よ
う
規

則
を
厳
守
す
る
こ
と
等
の
要
望
・
提
案
を
尊
重
し
、

そ
の
実
現
に
努
力
さ
れ
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

な
お
、
共
産
党
か
ら
出
さ
れ
た
修
正
案
は
、
子

ど
も
の
学
力
向
上
施
策
の
一
部
中
止
等
、
到
底
賛

成
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

最
後
に
、
予
算
の
執
行
で
も
、
議
会
と
の
信
頼

関
係
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
強
く
求
め
る
。

日
本
共
産
党

足
立
区
議
団
討 論 者

委　員
針谷  みきお

区
民
生
活
を
め
ぐ
る
状
況
は
、
４
年
連
続
で
実

質
賃
金
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
一
方
で
、
社
会
保
険

料
等
の
負
担
増
が
生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
り
、
住
民
福
祉
の
向
上
を
本
旨
と
す

る
地
方
自
治
体
の
責
務
を
果
た
す
上
で
姿
勢
を
疑

わ
ざ
る
を
得
な
い
問
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

第
一
に
、
区
民
生
活
向
上
対
策
に
も
背
を
向
け

た
姿
勢
で
あ
る
。
我
が
党
は
予
算
修
正
案
を
提
出

し
た
が
、
保
育
料
の
低
所
得
者
世
帯
の
軽
減
、
介

護
利
用
料
の
一
部
負
担
軽
減
策
等
、
全
部
実
施
し

て
も
、
区
長
提
案
の
予
算
総
額
よ
り
１
億
円
減
額

し
て
実
現
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
税
金
の
む
だ
遣
い
で
あ
る
。

戸
籍
の
外
部
委
託
で
は
、
戸
籍
法
違
反
、
労
働

法
令
違
反
を
重
ね
た
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
シ
ス
テ
ム

サ
ー
ビ
ス
が
再
契
約
と
な
り
、
国
保
で
は
、
社
会

的
信
用
失
墜
行
為
で
競
争
入
札
を
指
名
停
止
と

な
っ
た
事
業
者
が
委
託
を
受
け
る
と
い
う
事
態
は
、

前
代
未
聞
で
到
底
認
め
ら
れ
な
い
。
税
金
の
む
だ

遣
い
と
大
企
業
優
遇
を
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

第
三
に
、
切
実
な
区
民
の
声
に
耳
を
傾
け
ず
、

強
引
に
物
事
を
進
め
る
独
走
的
姿
勢
で
あ
る
。

区
民
が
不
安
に
思
う
放
射
能
汚
染
対
策
は
行
わ

ず
、
税
金
を
投
入
し
な
が
ら
大
型
民
間
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
を
進
め
る
特
定
企
業
優
遇
の
再
開
発
事
業
、

拠
点
校
を
設
け
ず
実
施
し
よ
う
と
す
る
特
別
支
援

教
室
の
配
置
等
は
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

第
四
に
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
繋
が
り
か

ね
な
い
重
大
な
姿
勢
も
問
題
と
な
っ
た
。
学
童
保

育
の
人
材
確
保
、
深
刻
な
保
育
士
不
足
や
、
不
登

校
や
虐
待
が
増
え
る
要
因
の
一
つ
に
教
員
の
多
忙

化
を
指
摘
さ
れ
、
解
消
が
迫
ら
れ
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
保
険
料
の
16
年
連

続
値
上
げ
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
も
前
期

に
続
く
連
続
の
保
険
料
値
上
げ
で
反
対
で
あ
る
。

暮
ら
し
と
平
和
、
個
人
の
尊
厳
を
守
り
発
展
さ

せ
る
た
め
、
区
が
住
民
に
寄
り
添
っ
た
区
政
運
営

に
転
換
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
。

足
立
区
議
会

公

明

党
討 論 者

委　員
たがた  直昭

平
成
28
年
度
一
般
会
計
の
総
額
は
２
千

730
億
円

で
対
前
年
度
比
56
億
円
の
増
額
予
算
と
な
り
、
過

去
最
大
の
予
算
規
模
と
な
っ
た
。
今
後
も
、
施
設

更
新
の
関
連
費
用
や
社
会
保
障
経
費
等
を
中
心
に
、

経
費
の
増
大
が
見
込
ま
れ
、
よ
り
一
層
の
自
主
財

源
の
安
定
確
保
に
努
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

子
ど
も
施
策
で
は
、
学
力
向
上
や
体
験
学
習
の

充
実
を
は
じ
め
、
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
推
進
事
業
等
が
盛

り
込
ま
れ
て
お
り
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
は
、
早

期
か
つ
き
め
細
や
か
な
施
策
を
全
庁
挙
げ
て
取
り

組
ま
れ
た
い
。
待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向
け
、
保
育
人

材
の
確
保
や
定
着
等
の
支
援
策
も
要
望
す
る
。

く
ら
し
施
策
で
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

構
築
の
取
り
組
み
、
区
内
経
済
の
活
性
化
や
、
治

安
・
美
化
等
、
様
々
な
諸
課
題
に
対
し
、
安
心
し

て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
予
算
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
も
、
区
民
の
健
康
を
守
り
、
健
康

長
寿
社
会
の
基
盤
が
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
、
糖

尿
病
対
策
や
認
知
症
対
策
等
の
推
進
を
要
望
す
る
。

ま
ち
づ
く
り
施
策
で
は
、
災
害
に
強
い
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
、
竹
ノ
塚
駅
付

近
鉄
道
高
架
化
等
の
推
進
、
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
は
、

江
北
エ
リ
ア
の
東
京
女
子
医
大
東
医
療
セ
ン
タ
ー

や
花
畑
エ
リ
ア
の
文
教
大
学
移
転
準
備
を
は
じ
め
、

各
地
域
で
の
魅
力
を
創
出
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ま
れ
た
い
。

経
営
改
革
施
策
で
は
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と

職
員
の
資
質
向
上
へ
の
取
り
組
み
に
期
待
す
る
。

ま
た
、
今
後
30
年
を
見
据
え
た
将
来
像
を
示
す

新
た
な
基
本
構
想
の
答
申
が
、
区
長
へ
出
さ
れ
た
。

足
立
の
未
来
に
、
安
心
の
確
か
な
道
す
じ
を
つ
け

る
年
と
し
て
区
政
運
営
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
共
産
党
提
出
の
修
正
案
は
、
今
後
の
中

長
期
的
な
区
政
運
営
を
考
慮
し
た
案
と
は
言
え
ず
、

到
底
賛
成
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

最
後
に
、
我
が
党
委
員
の
指
摘
事
項
及
び
提
案

や
要
望
に
つ
い
て
は
、
新
年
度
予
算
の
執
行
や
区

政
運
営
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

足
立
区
議
会

民

主

党
討 論 者

委　員
おぐら  修平

平
成
28
年
度
予
算
は
「
未
来
へ
。
確
か
な
道
す

じ
を
」
と
銘
打
ち
、
４
つ
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
的
課

題
の
克
服
に
注
力
す
る
「
磨
く
」
と
、
区
の
可
能

性
や
魅
力
を
最
大
限
引
き
出
し
て
い
く
「
創
る
」

と
い
う
２
方
向
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
基
本
的
に

踏
襲
し
て
い
く
方
針
の
も
と
、
示
さ
れ
た
。

主
要
施
策
を
見
る
と
、
ハ
ー
ド
面
で
は
、
大
学

や
大
学
病
院
の
進
出
に
関
す
る
施
策
、
竹
ノ
塚
駅

付
近
鉄
道
高
架
化
事
業
、
六
町
・
綾
瀬
エ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
、
ソ
フ
ト
面
で
は
子
ど
も
の
貧
困
対
策
実

施
計
画
の
実
施
に
向
け
、
放
課
後
の
居
場
所
づ
く

り
、
ひ
と
り
親
家
庭
対
策
の
充
実
、
妊
娠
期
か
ら

貧
困
に
陥
る
リ
ス
ク
の
早
期
発
見
等
が
示
さ
れ
た
。

実
施
に
は
財
源
の
裏
付
け
が
必
要
だ
が
、
当
区

は
依
然
、
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
り
、
財
政
調
整

交
付
金
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。

新
年
度
予
算
に
は
区
債
残
高
の
減
少
と
基
金
の

積
み
増
し
に
よ
る
改
善
は
図
ら
れ
た
が
、
独
自
の

歳
入
確
保
、
事
業
の
選
択
と
集
中
の
徹
底
や
事
務

事
業
の
効
率
化
、
医
療
・
介
護
・
子
ど
も
の
貧
困

等
、
様
々
な
予
防
対
策
の
強
化
、
不
納
欠
損
や
収

入
未
済
額
の
改
善
の
強
化
を
求
め
る
。

区
の
人
口
推
計
で
は
30
年
後
の
高
齢
者
人
口
は

約
20
万
人
、
85
歳
以
上
を
占
め
る
割
合
が
２
割
に

な
る
と
想
定
さ
れ
、
人
口
構
造
変
化
へ
の
対
応
も

急
務
で
あ
り
、
区
民
生
活
負
担
増
と
な
り
、
さ
ら

な
る
困
窮
を
生
み
だ
さ
な
い
よ
う
十
分
に
配
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

基
本
構
想
審
議
会
の
答
申
の
通
り
、
多
様
性
を

認
め
合
い
、
多
様
な
世
代
と
繋
が
り
支
え
あ
え
る

こ
と
、
経
済
的
な
事
情
に
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も

が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
に
、
保

護
者
や
子
ど
も
が
孤
立
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

地
域
や
学
校
と
の
連
携
、
切
れ
目
の
な
い
社
会
の

構
築
を
図
る
よ
う
求
め
る
。

以
上
、
本
委
員
会
で
の
質
疑
内
容
を
十
分
考
慮

し
、
区
民
生
活
向
上
の
た
め
に
予
算
を
執
行
さ
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。


